
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

■ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

令和６年度に改定した学校施設維持更新基本計画に基づき、計画的に事業を進めていく。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

↓

アウトカム
成果指標1

施設の老朽化の解消等による子どもたちの良好な教育環境を
確保

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

3 2 2 3 3 2

人工

指標

アウトプット
活動指標1

工事着手校数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

5 人工

令和7年度予算額 6,370,000 千円 うち特定財源 6,351,641 千円 正規職員業務量 5

正規職員業務量 5 人工

令和6年度決算額 10,977,666 千円 うち特定財源 9,653,152 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 5 人工

令和6年度予算額 11,663,000 千円 うち特定財源 11,579,153 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

　施設の老朽化を解消するとともに、学校規模の適正化及び義務教育学校化を図り、子どもたちの良好な教育環境を確保す
る。

他都市の状況

　他都市においても、人口急増期に建設された学校施設の更新が大きな課題とされている。また、全国的に少子化が進んでい
ることから、他都市においても義務教育学校化や学校規模適正化等の取組を行っている。

市民参加の実施

令和5年度決算額 245,032 千円 うち特定財源 166,636

施策名 道路、交通施設、上下水道、公園、河川、廃棄物処理施設等のイン

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

　施設の老朽化を解消し、良好な教育環境を確保するため、更新時期を一斉に迎える学校施設を計画的に維持更新していく必
要がある。
　加えて、今後大幅な人口減少が見込まれる中、老朽化対策と併せて学校規規模適正化及び義務教育学校設置を進めていく
必要がある。

事業内容
（何を実施し）

①学校施設の新設にあたり必要な機能を確保するため、新築工事を行う。
　義務教育学校定山渓学園：校舎新築工事、義務教育学校真駒内学園：校舎及び屋内運動場新築工事、（仮称）厚別南・青葉
地区義務教育学校：実施設計等、（仮称）藻岩高等学校・啓北商業高等学校再編新設校：実施設計等
②老朽化が進んだ学校施設の改築を行うとともに、小学校について公共施設との複合化を進めていく。
　本町小学校：グラウンド造成工事、東山小学校：グラウンド造成工事、山の手小学校：校舎改築工事、元町北小学校：既存校
舎及び屋内運動場解体工事、光陽小学校：既存校舎解体工事、発寒中学校：校舎改築工事、明園小学校：校舎改築工事、向
陵中学校：既存校舎解体工事、琴似小学校：既存校舎解体工事、新琴似北中：校舎改築工事（契約締結のみ）、山鼻小学校：
基本設計等、手稲中央小学校：基本設計等
③学校規模適正化に向けた各種取組を実施する。
　学校規模適正化検討委員会等運営補助業務、学校規模適正化検討委員会ニュース等印刷、他都市視察、札幌市学校適正
配置計画作成支援システム保守業務、ポスティング業務
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